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１ Ｇ７富山・金沢教育大臣会合の開催について 

 

[企画調整課] 

 

  来年５月１９日（金）～２１日（日）に開催されるＧ７広島サミットに関連して、 

富山県・石川県において「Ｇ７富山・金沢教育大臣会合」が開催されるもの。 

 

 

 

 
 
 
 
１ Ｇ７教育大臣会合の概要 

（１）名称 Ｇ７富山・金沢教育大臣会合 
＊これまで国内で開催した閣僚会合で複数自治体による共催は初めて 

 
（２）日程 令和５年５月１２日（金）～１５日（月） 
＊５月１２日（金）及び１３日（土）は富山市、５月１４日（日）及び１５日（月）は 
 金沢市で開催 

 
２ 本市で開催が見込まれる行事等 

大臣会合、二国間会談、学校現場の視察、地元主催歓迎レセプションなど 
 
３ Ｇ７教育大臣会合に関するこれまでの経緯 

日付 事項 
3 月 31 日（木） 富山県が G7 教育大臣会合の誘致を表明 
4 月 3 日（日） 石川県が G7 教育大臣会合の誘致を表明 
4 月 19 日（火） 松野官房長官へ新田知事、藤井市長がＧ７誘致を要望 
4 月 21 日（木） 末松文部科学大臣へ新田知事、藤井市長がＧ７誘致を要望 
9 月 16 日（金） 文部科学大臣が公式発表 

（富山県（富山市）及び石川県（金沢市）の共催決定） 
10 月 1 日（土） 富山市 G7 教育大臣会合推進チームを設置 
10月 25日（火） 文部科学大臣が公式発表（名称・日程） 
10月 27日（木） 第 8 回石川県・富山県知事懇談会（富山市長・金沢市長が参加） 

※G7 教育大臣会合の共同開催について意見交換を実施 
11 月 29 日（火） 第 1 回富山市 G7 富山・金沢教育大臣会合庁内推進会議を開催 
12 月 1 日（木） 第 1 回 G7 教育大臣会合富山県委員会（設立総会）を開催 
  

Ｇ７教育大臣会合 

先進７か国（日本、カナダ、フランス、ドイツ、イタリア、イギリス、アメリカ）

及び欧州連合（EU）の教育担当大臣等が出席し、国際社会が直面する主要な教育問題

に関する意見交換を行う会合 
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【参考】 

 Ｇ７倉敷教育大臣会合及びＧ７富山環境大臣会合の概要 

名称 G7 倉敷教育大臣会合 G7 富山環境大臣会合 
日程 平成 28 年 5 月 14 日(土)・15 日(日) 平成 28 年 5 月 15 日(日)・16 日(月) 
参加国 7 か国 1 地域 

日本、カナダ、フランス、ドイツ、イタリア、イギリス、アメリカ、EU 
国際機関 ・経済協力開発機構（OECD） 

・ 国際 連 合 教 育 科 学 文 化 機 関

（UNESCO） 

・地球環境ファシリティ（GEF） 
・持続可能性を目指す自治体協議会

（ICLEI） 
・経済協力開発機構（OECD） 
・国連環境計画（UNEP） 
・国連グローバルコンパクト 
（UNGC） 
・ 100 のレジリエント・シティ

（100RC） 
参加者数 約 130 名（うち国内約 60 名） 

※報道関係者約 280 名 
140 名（うち国内 40 名） 
※報道関係者 265 名 

主要テーマ 教育におけるイノベーション 
～平和と繁栄、持続可能な社会の構

築に向けた教育の革新～ 

・気候変動及び関連施策 
・資源効率性・3R 
・持続可能な開発のための 2030 ア

ジェンダ 
・生物多様性 
・化学物質管理 
・都市の役割 
・海洋ごみ 

行事 ・大臣会合 
・二国間会談 
・地元主催歓迎レセプション 
・エクスカーション 
・学校現場の視察 

・大臣会合 
・二国間会談 
・地元主催レセプション 
・エクスカーション 
・パラレルセッション 
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２ 第２期富山広域連携中枢都市圏ビジョン（案）について 
 

［企画調整課］ 

 

１ 趣  旨 

  平成３０年１月に、富山市、滑川市、舟橋村、上市町、立山町の５市町村で富山広域連

携中枢都市圏を形成し、圏域が目指す将来像や具体の取組などを示した「富山広域連携中

枢都市圏ビジョン」を策定しました。現ビジョンの計画期間が令和４年度末をもって満了

することから、新たに「第２期富山広域連携中枢都市圏ビジョン」を策定するもの。 

※富山広域連携中枢都市圏形成の主な経過 

     平成 29 年 9月 5日  連携中枢都市宣言（富山市） 

     平成 30 年１月 10 日  連携協約の締結、連携中枢都市圏ビジョンの策定 

     平成 30 年 4月～   連携事業を順次開始 
 

２ 第２期富山広域連携中枢都市圏ビジョンの主な変更点 

  連携協約に基づき実施する事業数の増 

 

 

  ○新たに掲載する事業（９事業） 

    ①とやま経営実践塾開催事業 ⑤企業誘致連携事業 

    ②創業支援事業  ⑥広域防災連携事業 

    ③市民後見人育成事業  ⑦花き生産振興事業 

    ④オーバード・ホール(中ホール)を核とした ⑧移住促進事業 

     住民参加型イベント開催事業 ⑨ＳＤＧｓ推進事業 

 

  ○第２期ビジョンに掲載しない事業（２事業） 

    ①薬用植物栽培の事業化推進事業 

    ②こども医療費助成事業における広域サービスの提供 

 

 

 

 

第１期ビジョン １６事業 第２期ビジョン ２３事業 
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３ 第２期ビジョン策定の経過及び今後の予定 

令和4 年  5月 13日 富山広域連携推進協議会 

  9月 29日 富山広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会 

 10月 パブリックコメント（11日～24 日） 

 12月 連携 5市町村の各議会において、第２期ビジョン（案）の報告 

令和 5 年  1月 第２期ビジョンの公表 

4月～ 連携事業開始 
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３ 富山市民芸術創造センターの耐震診断の結果について 

［文化国際課］ 

 

 平成７年に開館した芸術創造センター（既存棟）は、昭和５年竣工の紡績工

場を改修した建物で、建設から９０年以上経過し、昨年度に東側廊下の天井の

一部が落下するなど、主要構造部の劣化が進んでいると考えられる。 

 このため、市内外から幅広い世代に利用され、施設稼働率が非常に高い当セ

ンターを、より安心・安全に利用いただくとともに、施設の長寿命化を図るた

め、耐震診断等を実施したので、その結果について報告するもの。 

 

１ 施設概要 

 
 
 
 
 
 
 

構 造 平屋（一部２階建て）、鉄筋コンクリート造・鉄骨造、延床面積 9,371 ㎡ 

経 緯 
・昭和５年竣工の紡績工場を改修し、平成７年に開館。平成１４年に増築。 

・平成２８年から災害対策基本法に基づく指定避難所。 

平面図 
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２ 耐震診断結果 ※専門機関（富山県耐震診断等評定委員会）の耐震評定書を取得 

※１ 耐震改修促進法では、震度６～７程度の地震によって「建物が倒壊又

は崩壊する可能性が低い」と判断する値（Is 値）を０．６以上と定めて

いる。 

※２ 避難施設は、同法の耐震安全性Ⅱ類（通常の１．２５倍の安全性を求

める）に該当するため、Ｉｓ値０．７５以上を判断基準とする。 

※３ 鉄骨造部分への地震力が鉄筋コンクリート造部分（耐力壁）へ伝達さ

れることを前提として計算した。 

 

３ 今後の方針 

Ｉｓ値は０．６を上回っており、今後の地震による倒壊の危険性は低い

が、施設稼働率が非常に高い当センターを、利用者により安心・安全に利

用いただけるよう、耐震性を高めるため、来年度以降、計画的に耐震改修

を行い、施設の長寿命化を図る。 

また、「舞台稽古場」と「リハーサル室」の吊り天井の構造を調査した

結果、平成２５年の建築基準法の改正により定められた、脱落防止措置が

必要な「特定天井」に該当するため、耐震改修と併せて天井改修を行う。 

耐震診断箇所 耐震診断結果 Ｉｓ値  

既存棟（紡績工場

を改修した部分） 

今後の地震による倒壊の危険性は低いが、

避難施設として必要な耐力が不足する。  

東西方向：０．７９３ 

南北方向：０．７１０ 
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４　富山市スマートシティ推進ビジョンの策定について　　　　

　 ［スマートシティ推進課］
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